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〈論文夏旨〉

　本研究の 目的は，内部統制 と戦略的業績評価シ ス テ ム との関係性に つ い て 明らか にする こ とにある．内

部統制の整備は有効な管理会計シ ス テム の 構築を支援する基礎的要因 と して説明 され て き た が，そ の経験

的証拠の 蓄積は決して十分で はない ．そ こで 本研究では，厳格な内部統制 の 実施が戦略的業績評価シス テ

ム の構築を通 じて業績に影響を及ぼす媒介効果と戦略的業績評価シ ス テ ム構築の業績へ の影響が内部統制

の厳格さに左右される調整効果につ い て，質問票郵送調査より収集されたデー
タを用い て検証を行っ た，

分析の 結果 ， 内部統制 の 厳格さが戦略的業績評価 シ ス テ ム の 構築度を通じて業績に正 の影響を及ぼして い

る
一
方で ，戦路的業績評価シス テ ム 構築に よる業績 へ の 正の 影響を低めて い る可能性が ある こ とが 明 らか

となっ た．こ れ らの 結果は ， 管理会計 シ ス テ ム が有効に機能するこ とを保証する 上で，内部統制 の 厳格 さ

が重大な影響を及ぼすとい うこ とか ら，両者を包含する分析視角が重要で あるこ とを示唆して い る．
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1． イ ン トロ ダクシ ョ ン

　昨今，内部統制の 齢 舵 の 進展に伴い ，管理会計研究でも内部統制にっ い て言及 され るこ とが多くなっ て き

て い る，た とえば，fi本管理会計学会2010年次全国大会の 統
一
論題 で は，「コ ン トロ ー

ル 機能 と して の 管理会

計」 とい う論題 の もと，コ ン トロ
ー

ル 概念 の 観 点から内部統制が議論 の対象 とされ て い る （原田，2011）．ま

た，内部統制 と有機 約に連携した管理体制 の あ り方も論じられて お り （西村，
2005）， 櫻井 （2008）は レ ピ ュ

テーシ ョ ン ・
マ ネジメン トの 視屯か ら内部統制の 貢献の 可能性を指摘して い る．さらに，マ ネジメン ト

・
コ ン

トロ ール とい う分析視角か らは，パ ソ ケージと して の マ ネジメ ン ト・
コ ン トロ

ー
ル

・
シ ス テ ム を構成する 1っ

として，内部統制は捉えられて い る （Malmi　and 　Bivwn，　2008；Merchant　and〜Van　der　Stedq　20　12）．たとえば，　Simons

（1995）は，
マ ネ ジ ャ

ー
に よる 4 つ の コ ン トロ

ー
ル ・レバ ー

の 適切な利用を保証するの 1こ欠かせない 仕組み と

して，内部統制を位置づ けてい る．

　 もちろん，管理 会計研究に お い て 内部統制が議論の 俎 ヒと され るの は，今に始ま っ た こ とで はない ．通産省

の 産業構造審議会 に よっ て 1951年に発表された答申 『企業における内部統制の大綱』を契機として，50年代

には，管理会計とい う文脈の もとで内部統制を検討した論考 （青木，1951；可児島 1959など）が見受けられ

る．この 時期に おける，内部統制 と コ ン トロ
ー

ラ
ー

制度 の 導入に関連 した，経理部を中心 とする管理部門の 再

編成の 動きは，そ の後の管理 会計の発 展 に とっ て重要な基盤を形成した もの と評価され て い る （溝 口，1987）．

　 こ の ように ， 内部統制は管理会計と密接な関わりがある こ とが指摘され て きた
一

方で，その 実態 の 経験的検

証 は十分で はない ，昨今 ， 多くの 研究関心を集めて い るコ ン トロ
ー

ル ・パ
ッ ケ

ージ に関連 した実証研究で も，

戦略の遂行や創発，イ ノベ ーシ ョ ン の 促進，組織学習の 推進 に直接的に貢献するさまざまなコ ン トロ
ー

ル が注

目 されてお り，内部統制自体が検討対象に含め られ る こ とは ほ とん どない ，また，内部統制を検討対象と して

い たとして も，会計 コ ン トロ
ー

ル の 1っ の 構成要素に含められ る など （澤邉 ・飛 田，2009），両者を個別に捉

え
， その 関係性を検討す るとい う分析視角は採用 され て い ない．パ ッ ケ

ージや シ ス テ ム をどの ように捉えるの

か は議論の焦点の 1 っ で あるが （GTabner・and ・M 〔ms 　2013），内部統制と管理会計シ ス テ ム との 関係性にっ い て

の 経験的証拠 は，複数の 仕組み を同 時に 分析視野 に組み込 む 研 究 に と っ て重要 な知 見 の 1つ となろ う．

　上述したように，管理会計研究では，内部統制の整備は管理会計シ ス テム の 構築を支援するとい う肯定的な

捉え方が なされるこ とが多い ．しか しなが ら，法制化 の 動きに伴い ，経営的観点か らは，企業の 競争力 を阻害

するもの として，内部統制は批判的に捉えられてい る 伽護野，2014；高橋 2008；中谷，2009；吉村，2010）．

内部統制 q 整備が進み，厳格な統制体制が構築されると，不正や誤謬 の 余地は少なくなり， 管理会計情報の 信

頼性は向上 するであろうが，過度な公式化やノレ ー
ル 遵守の 強制はi葎虻環 竟適応上限界が あると言われて い る

（A（llerand　Borys
，
1996）．管理会計 シ ス テ ム には，効率的に業務を遂行する よ う組織成員に影響を及ぼ しつ つ ，

不確実な環境へ の柔軟な対応も促進する こ とが期待されて い るの で （Ahlens　and 　ChaprnarL　20D4）， 内部統制の

厳格さに よる管理会計シ ス テ ム の 構築やその 成果 へ の 影響を明確 に する こ とは重要な検討課題で ある，

　元来，内部統制は経営者が自発的に設ける私的自治の 問題で あり，法規制を設けるの で あれば，その 効果 が

私的自治の 侵害に よ る損失を 上 回 る もの で なけ れ ばな らない （松本，2007）．内部統制の 有効陛をどの ように

捉えるの かは議論の あるとこ ろで はあるが （堀江 2006），管理会計研究の 視点か らは，内部統制整備の 効果

は管理会計シ ス テ ム との 関係で捉える こ とがで きよう．かかる認識の もと，本研究で は，内部統制の 厳格さが

管理会計 シ ス テム の 構築とそ の 成果にどの ような影響を及ぼしてい るの か，質問票郵送調査によっ て収集され

たデータを用い て検証する，詳し くは次節で述べ るが，「内部統制の厳格さが業績に影響を及ぼす管理会計 シ

ス テム の 構築を支援するのカ・1，「管理会計シ ス テム 構築による業績へ の 影響が 内部統制の 厳格 さに よっ て変わ

るの カY とい う2 っ の研究疑問の 解明 に取 り組む．
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本稿 の 構成は下記の 通 りで あ る．第2節で は，内部統制の厳格さ，管理会計シス テ ム の 構築度，業績の 3 者

の 関鰍 生につ い て の 仮説を構築する．第 3節で は，質問票郵送調査 の概要と構成概念の測定競去にっ いて説明

する．第 4節で は，仮説を検証 した分析結果を提示 し，結果に対する解釈を示す．第 5節で は，本研究の 貢献，

そ の限界よ り考えられる今後の 課題を提示する，

2． 仮説構築

　本研究で注目する管理会計 シス テム は，戦略的業績評価シ ス テ ム （s啣 cp 讌 ）rmancemeasurer 　lent　systern；

以下 SPMS と略する）で ある．　SPMS とは ，
「戦略目標と整合的な業績評価指標に よっ て，戦略に関する PDCA

サイクル を回 し，戦略の 成功裡の 実行を支援する業績評価シス テム 」で ある．BSC や方針管理などは戦略的業

績評価を実現す る 具体的なシ ス テ ム で あ るが，本研究 で は，特定の シ ス テ ム の 導入に依拠する の で はなく，戦

略 の マ ネジ メン トを可能 に す る業績評価シ ス テ ム の設計要因と運用方法を満た して い る状態が 構築 され て い

るの かどうか に着目し，こ れ を SPMS の 構築度として 翻 rjする．

　多岐にわたる管理会計シ ス テ ム の中か ら，SPMS を取り上げたの は，内部統制と密接な関連性が想定される

こ と，そ して ， そ の成果との関係につ い て数多くの経験的証拠が蓄積され て い るシ ス テム で あるこ との 2 っ の

理由による．前者1よ SPMS によっ て実現され る PDCA の マ ネジメン ト
・
サイクル に ， 内部統制 の プ ロ セ ス が

密接に関わっ てい るとい うこ とで ある 嶋羽，2007）．後者は，内部統制に本研究の 基本的関心があるために，

管理会計シス テ ム構築による成果につ い て は，で きるだけ多くの 経験的証拠が蓄積されて い る シ ス テ ム を取 り

上げるの が望ま しい とい うこ とで ある．

　非財務指標も包含する SPMS 構築へ の影響を検討ずるとい う観点か らは，内部繃 を財務報告に係 る もの に

限定す る必 要は 必ずしもない で あろ う，そ こ で 本研究で は， COSO フ レーム ワーク と日本固有の 状況を加味し

た鳥羽 （2007， p，73）に依拠 し，「業務の有効性と効率陸， 財務報告及び事業報告 の 信頼性，法令の 遵守，会

社財産の 保全 とい う目的の 達成に関して ， 合理 的な保証を提供する こ と を意図 して 遂行される， 仕組み，組織，

制度 手続1 とい う，より広義な観颪から内部統制を捉える こ とに したい．そ して，これ らの 具体的な仕組み

や手続などを通 じた 内部統制 の 整備の 程度を内部統制の 厳格さとして定義する
（1）．

　内部統制報告書で は，ほ とん どの企業におい て内部統制が有効で あると評価 の され て い るが，これは財務

報告に係 る内部統制に限定され る．また ， 有効と認 め られ る基準 に至 っ て い る と して も
e〕

， その 基準を超えた

水準における内部統串歴 備へ の取り組み，すなわち，その 厳格さには企業間ある い は BU 間で差が あるこ とが

予測される．そ こ で，図 1 の 概念フ レ
ー

ム ワ
ー

クに 示 され る よ うに，本研究 で は， 内部統制の 厳格さに よ る管

理会計シ ス テ ム 構築やその 成果 へ の 影響を検討対 象とする．すなわち，SPMS の構築を通 じて業績に影響を及

ぼす関係とSPMS構築が業績に及ぼす影響を調整する関係で ある．以下 で は，これ らの点 につ い て，より詳細

に見て い くこ とにしよう．

図 ユ 概 念フ レ
ー

ム ワーク
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2．1． 媒介効県一仮説 1

　まずは，内部統制の 厳格 さが SPMS の 構築度に及ぼす影響 （図 1 の 矢印 a）につ い て検討する こ とに しよう．

　内部統制が実質的に機能するに は，ル ール の枠内で業務が遂行されるようにするための統制活動が欠かせ な

い ．統制活動は，業務プ ロ セ ス ごとに，内部統制の 目的達成を保証すべ く，業務担当者の 役割 と責任が特定化

されるように業務手続を記述 し文書化する こ とを前提として い る （鳥羽，2007）．各部門 ・個人の担当業務の

権限と責任の 明確化IX 評価対象 （部門 ・業務 ・人）と評価指標の 適合性を確保する上 で欠かせない ．それゆ

え，文書化は適切な責任会計の 体制構築に貢献すると言えよう．さらに，基本的な統制活動である職務分掌に

よるダブル チ ェ ッ ク
， 現物チ ェ ッ ク

， 各種承認 ・照合手続などは
， 不正 行為や ミス を防止 す るの で

， 業績評価

情報の信頼性を保証する上 で重要 であろ う．

　具体的な統制活動を実際に現揚の 担当者に遂行させ た り， 新 た な統制体制を構築した りするた め には
， 情報

発信者と利用者の 双方が適時かつ 適切に情報を発信 ・入手できる必要が ある．こ うした適時か つ 適切な形で の

情報の 作成と伝達の 確保は，SPMS の 構築に も欠 かせ ない もの で あ る．　 SPMS で 取 り扱われ る業績評価情報は

組織に とっ て重要1生の高い 陦報であるため に，内部統制上も配慮すべ き対象に なる 可能性が高い。それゆえ，

内部統制による情報の 適切な識別 ・把握 ・処理 ・伝達方法に関する保証は，業績評価情報の 信頼性や適時性の

確保に貢献するで あろう．また，統制活動 の 実施や構築の ための 情報伝達経路 の 確保は，社内 の 風通しを良く

するた め に，垂直的あ るい は 水平的 に整合した 形で の 戦略目標 の 落 と し込 みや戦略修正 に繋力弐り うる よ うな脅

威や機会に関す る情報の吸 い上げをより容易に するで あろう．さらに，SPMS は，組織内の あらゆる測定指標

を取り扱うの で はなく，戦略的に 重要な業績評価指標 に焦点を合わ せ た シ ス テ ム で ある．こ れ は戦略上重要な

要素に焦点を合わせ るとい う観点か ら効果的であるが （西居，2006），全 て が測定 ・評価対象とならない こ と

で ， 戦略 目標実現の ために 望ま しくない 手段がとられ て しまうリス クが生 じる．そ こで，ル ール や規範か ら逸

脱 した行動に関する監視 ・通報の仕粗みが整備され て いれば，SPMS を構築するこ とで 生 じる可能性の あるリ

ス クに備えるこ とができる．

　内部総制は
一度その 体制を構築したら終わりとい う類 い の もの ではなく，継続的にその 機能状況がモ ニ タリ

ン グされ る，こ うした継続的な監視や評価は，
SPMS の 構築にも関連して い る．なぜ な ら

，
　 SPMS は戦略 とい

う可変的要素を測定対象として い る の で，評価指標は常に変更され る可能性があ り，適切な SPMS の運用を維

持す るに は
， それ らの 信頼陛や適時性などは継続的に確認される必要が あるた め で ある．

　この ように，様々 な仕組みや手続の整備を通じて高め られる内部統制の厳格さは，責任と権限の明確1匕 情

報の 信頼性 ・目的適創 生・適時性などdy確保 ， 垂直的 ・水平的な連黼 亅の 確医 戦賂的系交り込 み に よる リス

ク へ の対応とい っ た様 々 な側面から，SPMS の 構築を支援ずるもの であると考えられる，こ の 関係は図 1の 矢

印 a に よっ て 示 され，次の 仮説 laを設定できる．

仮説 la ： 「内部統制の 厳格さは SPMS の 構築度 と正 の 関係 に ある」

　BSC の提唱以降，管理会計研究で は，　SPMS の成果につ い て，数多くの検証が行われ てお り，　 SPMS 構築が

業績に正の 影響を及ぼす とい う数多くの 経験的証拠 （Bedford　et　af，2008；BumCy 　and 　W　idener，　2007；Chenhaq

2005；De　Geuser　et　al，2eO9；　Hall，　2008）が示されてい る．内部統制の 厳格さが SPMS の構築度と関連し，　 SPMS

の構築度が業績と関連して い るな らば，内部続制の厳格さは，SPMS の構築度へ の 影響を通 じて，業績を間接

的に向上させると言える．っ まり，SPMS の構築度は内部統制の厳格さと業績との関係を媒介する効果がある

こ とが予測され る．よっ て，次の 仮説 1bを設定で きる．

仮説 Ib ： f内部統制の 厳格さと業績とは
，
　 SPMS の 構築度を通 じた間接的な正 の関係 にあ る」
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　なお ，媒介効果 は，完全媒介と部分媒介に分 け られ るが，本研 究 で は，完全媒介モ デル を想定して い る．内

部統制は， 基本的な管理体制の イン フ ラ整備にその 目的がある と考えられ る の で ， 業績に対して直接的に有意

な影響は及ぼさない と想定され る （鳥羽，2007）．確か に，業務の 有効性 ・効率性の 向上 は，内部統制 の 目的

の 1っ で あるが，こ うした直接的な貢献は実務上そ れ ほ ど高く評価され て い ない ．た と えば，H米企業を対象

として内部統制報告制度に 関する サ
ーベ イ調査を行っ た須田他 （2011）で は，JSOX 法の有効性と して，事業

の 有効性・効率性向上へ の 期待は，他の 項目 （ガバ ナン ス の 強化，財務報告の 信頼性 ， 法令等遵守強化，資産

保全の促進）と比べ て低い とい う結果が得られて い る．

22． 調整効果
一仮説 2

　仮説 2 （図 1の矢印 c）は内部統制の 厳格さによる調整効果を示 してい る．本研究では，内部統制によるリ

ス ク評価が SPMS の成果をより高め る と考えて い る．以下 に，その 詳細を示そ う、

　内部統制では，リス クの評価が構成要素の 1つ として重要視されて い る，関連するリス クの適切な洗い 出し

と評価は， 戦略や業務の適切な遂行を担保するための統制活動を効率的に実行する上で欠かせない ，リス クと

業績評価との関係は近年注目されてい る研究領域 atmer　and 　Larcker，　2009）で あ り，リス ク ・マ ネジメ ン トと

して SPMS の貢献可能性が検討されて い る，たとえば ， 南雲 （2006）は，戦略実行による価値創造 （攻め）と

リス ク管理 （守り）との バ ラン ス とい う点で ，
BSC の 有効性向上に向けた拡張余地があるとして，　BSC とCOSO

エ ン タープ ライ ズ ・
リス ク ・マ ネジメン ト （ERM ）との 統合可A　k を主張 して い る．

　統制手続として求められる，リス クの翻 llやその発生頻度と事業へ の 影響度の 事前見積も りぽ 業績評価シ

ス テ ム の よ り効果的な設計 ・運用の 可能性を高め る と考えられ る．たとえば，事業戦略上 の リス クが適切に評

価されるこ とで，そ れ らが顕在化して い るか どうか監視する た め の 業績評価指標を設定 した り，フ ィ
ー

ドバ ッ

クやア ク シ ョ ン の 修正 時にそ うした リス クの 発生の 危険性も含めて検討した りする こ とが 可能になるで あろ

う．さらに， 業績評価シ ス テ ムをリス クの高低に併せて設計する こ とも可能 で あろ う．リス クの高い と考えら

れ る業務・計画の 進捗度の 測定は，よ り詳細に指標を設定したり， あるい は測定頻度を高めたりする などの設

計 ・
運用変更が適宜可能にな る と思われる．この ように内部統制によ るリス クの 厳格な評価は， リス クに配慮

した戦略的業績評価を可能にする こ とで，SPMS の成果をより向上させ る可A牲 を高めるであろう．こ うした

関係性は，図 1の矢印 c によっ て 示され，次の 仮説 2 を設定できる．

仮説 2 ； 「SPMS の構築度と業績との正の関係は，内部統制の 厳格さによっ て，より強められ る」

3． 研究方法

3．1． 調査概要とサン プル

　分析の ための デー
タは， 2012年 3〔4 月 に東京証券取引所

一
部二部上揚企業 （水産・農林業，建設業，鉱業，

製造i約 1，191社の Z195 ビ ジネス ・ユ ニ ッ ト （以下 BU ）を対象 に実施 した 質問票 郵送調査 に よ り収集 した，

本調査では， で きる限り多くのデ
ー

タを収集するた めに，1社につ き 2 っ の BU に質問票を送付す るこ とを原

則とした．発送先は， 事業部 （門）長を原則として，該当する名称が見当た らない 場合には，営業 ・マ
ー

ケテ

ィン グ系の （本）部門長，生産 ・
開発系の （本）部門長とした．これ らの いずれに も該当しない場含には，送

付先を経営企画部門長宛 1 つ とした．また，3 つ 以上の 該当部門がある場合に は，有価証券報告書や各社の

HP か ら主要事業に該当・近似する 2 っ の部門を選定した．なお，郵送先の 選定には 日経 WHO ’S　WHO とダ

イヤモ ン ド祉役員 ・管理職情報の デー
タベ L−一

ス サ
ービス を利用 （2012年 2 月）した．内部統制の 実施基準に
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よれば，具体的な内部統制手続の 設置 ・運用方法に 関 して は，個々 の 組織 の 環境や事業特性などによっ て 異な

るもの とされて い る．それゆえ，企業で はなくBU を分析水準とす るこ とは ， 事業特性に適した内部統制が整

備され て い るの か どうか観察する機会を与え る もの で ある．

表 1 業種別回収状況

珊（

儻
罵

艤
騰
騰
…

慨11

獻

剖（

羅
叢
鷺

霧
轗

％い

．　
1　
1　
1　　　　　　　
1

．　
1　　　　　　　．　層　
l　　　　　　　　
l　　　　　　　　　嚠　　
1　　　　　　　　
−　　　　　　
I　　　　　　
1　　　　　
1　　　．　
−　　　　　
l　
l　　　　　　　　　　　層　
1　　．　
I　　　　　

l　　　　　　　　　　　　　
I　　　　　　　　　　　　
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
I　　　　　　　　　．

認

儻
儡

職

鸛
撒
脳

撚
隣
脳

％431

齣（

2035

鈎

178

桝

559191610

四

6

邸

3115

刀

鯔

歔

欄

習

畿

騫
跏

繋

妻

鶉
昂

齧

認
9η1，

．　．　
ー　　　　　
1　．卩　1
．　．　
1　　　鬮　　．　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
l　　　　　
I　　　　　　　国　　−　　層　
I　　　　　　　
l　　　　　　　　　．　
1　　　　　圏　　
I　　　　　
l　　　　
I　　．　．　
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
l　　　
−　　　　　　　　　　　
1

鷺
R
鬻
％

茘

雪

咢
8。

奏

粥

釁
皿

％η

薊（

0047206001301496923

託

歔

圃

ー

23812121

聡

1112

＆

11412

鈎

4021515

　

　

　

　

　

　

．　
r　F　

ー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ー　
i　　　　　
I　．　
…　F　
ー　．

8乃

1　
1　．　
I　
1　
1　．　
1

購

−

2
砲

”

叫

ー

舛

H

−

311H5

話

電

妬

30718143

欝
灘
蝦

灘
難
畷

甜

表 2 サ ン カ レの 基本統計量 （連結データ）

縋 鯖 営業秘益 経常利益　 売上高営業利益率　 総資産経常承歴 率　　従業員数

瑠
289．9Sl7673s4 279，115763327 1425539

，416
14，7se45210 4．51％

O．ora
431％

0、（同4
81〔6723

，S46
X 最 ノJ値 最馗 中央値に関しては 回答企鄭 特定を可鞄にす る情報であるために，表には記載してい なレ丶 なお 金額の 単位は百万円である．

　業種別の 回収状況 と分析サ ン プル の基本統計量は表 1と表 2 に示 される通 りである，非回答バ イアス の 確認

は次の 3つ の 方法に従っ た．まず，回答ユ ニ ッ トの業種分布 （表 1）に偏 りがない か適合度検定を行っ たとこ

ろ，質問票の送付数と有効回答数との間に統計的 に有意な差 （1（P！e水準）は観察されなか っ た．次に ， 回収時

期が早期の 回答群と後期 の 回答群との 間に （各蝋 全回答の 20％分に該当する 63の 回答を使用），分析に用い

られた質問項 目の回答に差が あるの か も検証した （t検定），その 結果 ，
い ずれの 項目に おい て も統計的に有意

な差 （10％水準）は 観察されなか っ た．最後に，売上高，総資産，営業利益 売上高営業利益率，総資産経常

利益率，従業員数にっ い て も，回答企業と非回答企業との 間に統計的有意差 （1（肌 水準）がない こ とを確認 し

た （t検定）．こ れ らの 結果か ら重大な非回答バ イアス は生じてい ない と判断した．

　回答者の プロ フ ィ
ー

ル は次の通りで ある．年齢は平均 57歳 （中央値56歳，最頻値 59歳），在社年数は平均

2＆1年 （中央値 31年，最頻値 31年
・35 年），現役職に就い て か らの 経過年数は平均 3．8年 （中央値2年，最

頻値 2年）であっ た．こ れらの プ ロ フ ィ
ー

ル か ら，本調査 の 回答者が BU の 実膺を熟知して い る適任者で ある

と判断した．

32． 測定尺度

　仮説を検証す るための 分析変数は，IC （内部統制の 厳格さ），
　SPMS （戦略的業績評価シ ス テ ム の 構築度），

PERF （業績）の 3 変数で ある．表 3 は 3変数を測定するた めの 質問項目の 基本統計量 を示してい る．項 目の
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内容的妥当性を高め るべ く， 次に示す手続 きに よっ て尺度開発 を行っ た．まず，内部統制 と業績評価 シ ス テ ム

につ い て ， 東京証券取引所
一
部上場企業 （製饌 の財務本部長 1名を対象 とした聞き取 り調査を行 っ た．そ

して，聞き取 り内容 と先行研究の 知見を踏まえながら，質問項 目の 原案を作成した．最後に，管理会計研究者

と前述の 実務家の 各 1名に対 して，パ イロ ッ トテス トを依頼 し，質問の 明瞭さや焦点につ い て フ ィ
ー

ドバ ッ ク

を受け， 各項 目の 修正
， 削除， 追加を行っ た．各項 目の 具体的内容に つ い て は 以下の 通 りで あ る．

表 3 質問項 目 （基本統計量）

齶

冨
僉

踐

質問項 目

「して はな らない 行動1 が定義された行動規艮肋塑 備されてい る．
情報漏洩を防ぎ，信頼性を担保するための仕細みが整備されて い る．
業務に関する手続きや レ

ー
ルカ欄 こわたり規定されてい る．

データ処理が早 く、タイム リ
ーな業務報告が可能である，

一
つ の 業務を完結させるの に複 数の 人 ・部署を経 るよう職務分離 う鞭底 されてい る．

すべ ての会計戳 剥こ関 して，元 の 取引データにまでさカΨ ）ぽり．その後の処動 法 を迅速に追跡調査

で きる．
戦略上 避けるべ きリス クが明確に示されてい る．
コ ンプライアンス 胴 商切に実践されてい るカ、 モ ニ タ

ーされてい る．
職務内容欄 囎 こよっ て魏 こ規定されている、
各自が何に 取り組むべ き力明 らhtこなるように、戦略は 落とし込まれて い る．
戦略実現に向けた各部門の取 り組み状況が定期的に確認されてい る，
戦略の 成否をどの ように判新するの か が事前に明確になっ てい る．
現場か らの フ ィ

ー
ドバ ッ クに対 して ，上司は適切な指示

・支援を与えて い る、
KPI （重要業績 欟 を用い て，驪 歩状況 を把 渥してい る ，
実際 に生 じた環 境変化を十分に考慮 し 業績を評価する，
過去の 失敗 ・成功を検証 し 次の施策展開に生力・してい る．
常に現行の戦略の 前提織 理 自体も見直すべ き検証對象とされる ．
短期欄 務業績 （単年度岬 1益率な とり

財務業緕の長疑 女定性

マ
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　IC （厳格さ）に関して は ， 測定を試 みてい る先行研究を発見で きなか っ たた め に，　COSO フ レ
ーム ワ

ークの

内部統制の 構成要素 （リス ク評価， 統制活動 ， 情報と偈 戔 モ ニ タ リン グ）を参照 しなが ら質問項 目を設定 し

た．ただ し，統制環境は具体的なもの が存在しない の で 嶋 羽 ，
2007）， 考慮の 対象外 とした．具体的には，

職務の 分掌 aC5），文書化や規則 aCl，　 IC3，　 IC9），リス クの 明瞭化 aC7）， 情報 と伝達 αC2 ，
　 IC4）， 監視

活動と評価 aα 5，IC8）に関する 9 つ の 質問項目 （BU の 実情へ の 当て は ま りの程度を 7件法で評価，1 ；全

く異なる〜4 ：どちらとも言えない
一7 ：全くその 通り）か ら，各コ ・ニ ッ トの 内部統制の 厳格さの 測定を試 み た，

　次に ， SPMS （構築度）に関して は ， 業績評価シ ステ ム の基本的事項である PDCA サイクル につ い て，戦

略との 関係性も踏まえながら，測定尺度を構成した．具体的 に は 戦略の落とし込 み，戦略の 進捗度の 測定

評価方法，是正行動などに関連した 8つ の 質問項目 （BU の 実情へ の 当て はまりの程度を 7件法で評価、1 ：

全く異なる〜4 ：どちらとも言えない 〜 7 ：全くその 通 り）を設定した．戦略の 落とし込み や戦略の 進捗度の 測

定につ い ては ， SPMS の測定を行っ て い る先行研究である Bumcy　and 　Widener　Ooo7），（henhall◎oo5），　Hal1

（2008）で用い られて い る項目の
一部を，日本の 実務家 に とっ て理解しやす くす る ため に，BSC に 関する著作

（櫻井，2003）を参考に改変 し た （SPMS1 ，　SPMS2 ，　SPMS3 ，
　SPMS5）．ただ し，先行研究の SPMS の 測定尺度

は 戦略の測定を中心と して お り，業績評価シ ス テ ム としての プ ロ セ ス を十分に捉えたもの で はなか っ たの で

業績の評価， 行動 の 修正 ， 次期計画策定とい うPDCA サイ クル でい うチ ェ ッ クや ア クシ ョ ン に該当する質問

項目 （SPMS4，　SPMS6，　SPMS7，　SPMS8）は，　 BSC の プロ セ ス を参照し開発 した，
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最後に，業績に関して は，分析単位を BU として い るの で，マ ネジャ
ーの 自己評価に基づ い て測定した，

SPMS の 成果変数として の 業績で あるために ， 財務業績 の み な らず，非財務業績 （PERF 　3，　 PERF4 ，　 PERF5）

も含めた総合的な業績変数 となるよう配慮 した．具体的に は，Hoque　and 　James（2000）や Lee　and　Yang〔2011）

を参考に競合他社と比較しやすい 項 目を選択した．また，財務業績の 先行要因で ある非財務業績を含めた こ と

と整合するように，財務業績は短期 （SPMS1）と長期 （SPMS2 ）の 両面か ら尺度を設定した．こ うして設定

された 5 つ の 項目にっ い て，競合他社と比較した 7 件法に よる評価を尋ねた （1 ：極めて低い 成果一4 ：中程

度一7 ：極めて高い 成果）．5 項目が総合的な業績を示 してい るの が確認すべ く，総合的な業績とい う質問項目

（PERF6 ）を設定し，こ の単
一
項目と5項 目の 平均値 との 問 に高い 正 の 相関関係 fr　＝O．810，1尸 0．000）が観察さ

れるこ とを確認した，

　こ うして開発された各質問項目と因子 （分析変数）との 関係 が想定通 りで あ る こ とを，探索的因子分析 （主

因子法，カイザー・ガ ッ トマ ン 基準）を通 じて確認 した，た だ し，天井効果が生 じた 2 項 目 aClと IC9）と

因子負荷量の低か っ た SPMS5 は，仮説検証の 分析 か ら除外す る こ とに した．また，各変数の信頼性係数であ

る ク ロ ン バ ッ クの α 係数は全て 0，7 以上 で あ り，許容で きる水準に至 っ て い る．

　本研究では， 独立変数と従属変数を測定するデ
ー

タを単
一

の 回答者を対象 に収集して い るため，コ モ ン
・メ

ソ ッ ド
・バ イア ス が生 じる可能1生がある （P（x漉ko仔 and 　O騨 1986）  ．そ こで ， この バ イア ス に対する事後

措置として，Harrnanの 単
一
因子検定を行 っ た，分析の 結果，固有値 1以上 の 3 つ の 因子 が抽出され，第 1因

子 の み に よっ て説明され る全観測変数の分散の割合が 29．84％ と比較的小さレ値 で あっ た こ とか ら， 深刻な問

題を引き起 こす コ モ ン ・メ ソ ッ ド
・バ イ ア ス は 生 じて い ない と判断 した

表 4 測定モ デル の 推定結果

蠍 項 目 β〔
一
〆 〕田）　　 AVE 　　　 CR　　　　 α （1）　 　　 　 　 （2） （3）

1α
　　　輯■
O．732

IC3
　　　鱒OD
．736

1〔翼 0、ω ブ
゜

（1）IC IC5 0675
榊
　　　　　　　0．479　　　　　0．865　　　　　0861 0692

獅 0．ω プ
開

胼 0．74プ
◆°

℃ 8 0，722
斟

SPMS1 0．762
脚’

SPMS2 α782
…

SPMS3 0フ55
騨’

  S刪 SSPMS4 O．633
鴨゚
　　　　　　0．416　　　　　0，827　　　　　0．8苴5

　　O．671
　　　　　　　　　　　　　　 0．645
【0591，α751］

SPMS6 0．47Q
轍

SPMS7
　　　脚
05L5

SI膃 8
　　　軸噸
0嬲

肥 RF1 α68プ
’

 
　　　囀．
0．7（石

（3胚 RF   0、ω 9
轍
　　　　　0、439　　　　0、桝 　　　　　0．襯

　　0284　　　　　　0．400
【0．161，0．姻 　 　 102斟，0．5161

0．663

 
　　　鱒■
0．70零

PERF5 0．5烈｝
顧

嬲 対角線 上の 値は AVE の 平方根を示 してい る．

ど
冒姻 49脚 ．  ），酵 2．側 ，（胴 ．903，A（遜 ≒0．跚 ，σ 岡 、男 9，  謁・058， 対角線以外の 欄1飆 罰の相関係数 く括弧内の数1直

船 386．49 は95駕 D を示 してい る．

仮説検証に入る前に，3変数の 測定モ デル によ る構成概念妥当性 の 検討結果を示す．こ の 結果を示して い る

の が表 4 である．モ デル の適合度指標は総合的に許容で きる範囲内の 値撕尋られた （Bo皿en ，　1989）．構成概念

妥当性は，収束的妥当性 と弁別的妥当性 の 両面か ら検証した （日air　etaL，2010）．
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　収束的妥当性 につ い て は，観測変数の 標準化係数 （因子負荷量）の 有意性 と係数の 大きさ （0．50 以上），AVE

廊 ｛曙 V  n   Ex圃 ed ） の 大きさ （050 以上），　CR （construgt　relaabWty）の 大きさ （O．70以上）に よ っ て

検討した．観測変数から潜在変数へ の パ ス 係数は全て有意で あっ た．標準f匕係数につ い ては ， SPMS6 がやや

低レ値 となっ たが，その 他 の 項目は全て 050 以上の 値であっ た．AVE は 全 て O．50 未満の 値となっ た が，　 CR

は全て 0．70を超える値 となっ た，

　弁別的妥当性につ い て は，次の 2 つ の手続きに よっ て検討した．まず，潜在変数間の相関係数の 信頼区間が

± 1を含むか どう力輪 討した．95％信頼区間 （CI）を算出したとこ ろ，全 て の信頼区間は完全な相関で ある ±

1を含まず，こ の基準は満た されて い た．次に，AVE の平方根が 2 つ の潜在変数間の相関係数の 絶対値よ り大

きい かどうか検討 した．SPMS の AVE の 平方根が IC との相関係数よりも僅かなが ら低 レ値 とな っ たが，その

他 の 全 て の 組み合わせ に関して は ， 相関係数 よ りも AVE の 平方根が 大きく， 基準を満た すもの で あっ た，

　上記の結果は十分に高い 妥当性を示 して い る とは言えない が，構成概念妥当性は あ る程度許容できる水準に

あると判断 した．

4． 結果 と考察

　仮説検証は構造方程式に よるモデル推定 （最尤法）を通 じて行 う．構造方程式を推定する際に は，探索的因

子分析に よっ て各因子 の 1次元 性が確認されて い たの で ，
ア イテ ム パ ー

セ リン グを実施 した．ア イ テ ム パ ーセ

リン グとは，複数の観狽撥i数の和や平均値を算出することで新たな観測変数を作成するこ とを言 い，モ デル 適

合度の 改善や新た な観測変数の 分布の 正規 1生確保などの 面で利点が あ る （Cof匠nan 　andM 繝   ，2005）．

表 5 構造方程式の推定結果

＊ K）3t4tsとい っ た複数の 項目番号仙 パ ーセ リングした組み合わせ （平均埴を算出）を示 してい る，

　パ ー
セ ル が各因子 2〜3個に なる よ うに，探索的因子分析に よ る因子負荷量 の 大きい 観測変数か ら順に各パ

ーセ ル に割り当てるバ ラン ス 割 り当て U［iee　20〔〕9）を行い ， 仮説 1の媒介効果を示す構造方程式を推定した．

こ の 結果を示 してい る のが表 5 で ある．各種適合度指標は 十分に高V値 を示 して お り （Bollen，　1989），モ デル

の 当て はまりに問題はない と判断で きる．パ ス 係数や R2の 95°

／6CIは，ブー トス トラ ッ プ法 （標本ta　1，
000）

によっ て算出 した．IC からSPMS へ の パ ス 係数は有意な正 の 値で あり，仮説 置a は支持された．さらに ，
　SPMS

か らPERF へ の パ ス係数の みならず，　ICからPERF へ の間接効果 （標準化解）も，有意な正 の 値で あり， 仮説

lbも支持された．
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　仮説 2 の 調整効果は，潜在変数による交互作用効果を推定する こ とで検証する，具体的には，二 重中’酎匕

（doubl｝ meanonrtering ） アプ ロ
ー

チ （Lin　e鳳 ，
2010）と直交 （arthDgonaliZing）ア プ ロ

ー
チ （Linle　et　al．，2006）

と呼ばれる 2 つ の 方法に依拠した分析結果を示す，

　まず，前者の アプ ロ ーチ は，分析に用い る観測変数を全て 中’酎匕した上 で ，SPMS と IC 躑 1嬢澂 を掛け

合わせ，交互作用を示す潜在変数 を測定する観測変数 （積変数）を作成し，これをさらに中’酎匕するとい うも

の で ある．積変数を作成する指標の 組み合わせ は，M 脇 h　et飢 （2004）に よる ガイ ドライ ン
〔5）

に従い
，
　IC31418

× SPMSI ／7，　 VC25× SPMS318 ，工C7！6× SPMS214f6とした，

　後者の ア プロ ーチは，交互作用を示す潜在変数を測定する観測変数に残差を用い る方法で あ る．こ こで残差

とは次の 手続きに従い算出される，まず，SPMS と IC の観測変数を掛け合わ ぱた積変数を全 て の組み合わせ

（3変数× 3変数判 通り）につ い て作成する．次に ，
この 積変数を従属変数，掛け合わせ る の に利用した 6つ

の 観測変数を独立変数 とした重回帰分析を行 うこ とで，残差を算出する，こ うして算出された 9 つ の 残差を，

交互作用変数を測定するための 観測変数 とする．なお，構造方程式を推定する際に は，積変数作成時の 掛け合

わせ の 組み合わ せ で 共通項目がある観測変ta　e）
の 誤差間に，共分散を設定 し自由推定してい る．

　いずれの アプ ロ ー
チ にお いて も，潜在変数問の パ ス は ， ICからSPMS ，

　 IC からPERF ，　 SPMS か らPERF ，

IC× SPMS （交互作用変数）か らPERF の 4 箇所に設定した．こ の 推定結果を示 して い るの が表 6 で ある．

表 6 交互作用効果の 推定

R2［9虹 一ア プ ロ ーチ 欟 騰 5［95烱 P

SPMS 硲 0，707P．58醜O、刃3100030 ．5心0［0．瓢 0．629｝ 沸 7．衡 卿 ．531工翅脚 ．鯔

dα削 em

臘 d
嘸

一一一一一一一一一

脳

　一
SPMS

℃

IC×SPMS

05〔叩 ．27＆07351

心．0991心 352，0．134】
al29 〔｛｝267，α0151

0．00103520

、0660231
［ω 16，0、3551GH

⇒〕9刃，AGF 卜0 ％ 5

CF目 ． 

RMSEAr く）．ODO，A塾G 馴 ．66

SPMS に α聊 ［  588，0795］ 0．αB0 ．500［0、346，0632］ 押 721囲 ．  ，汐御 ．487

麟

pm煎
跏

一■一一一一一■一

冊

旧一国胃■冒一
SPMSuICxSPMS α505［0280、0．737］

−0．〔踟 1但 91，al69］

加 89［ゆ222，α038］

0．0010

．5850

．1690224

［OlO7，0343 ］

GF目）．9S3，AGF 卜0．卯3

CFH ． 

RMSE 屈 ）．00D，AK 漂15921

表 6 に 示されるよ うに，モ デル の適合度は い ずれm 方法で も良好で あっ たが，SPMS と ICの交互作用変数

か らPERF へ の 係数の 95°／6CIは僅か ながら 0 を含む結果で あっ た．さらに，その 係数の 符号は仮説の予測と

は異な り負で あっ た．したがっ て，仮説 2 は支持されず，むしろ，仮説が予測して い た方向とは真逆の方向性

を示竣する結果
の

が得られた，こ れは ， 成果の 低下に関連した 内容で あ り，実務的 に も重要 で あると思われ

るの で，若干 の 考察を加え るこ とに したい．以下で は，負 の影響に関する 3 つ の 解釈の 可能性を提示する．

　まずは，厳格な内部統制が SPMS の 効果を低下 させ て い る可能陸が考えられ る．内部統制に関 しては，経営

的観点から問題があるとかねてより指摘されてい る．たとえば 吉村 （2010）は，厳格な統制シ ス テ ム の 存在

が 企業経営の 足 か せ となっ て しまう危険性 を （現状でそ うなっ て い る事実も〉指摘し，現行の 内部統制 の あり

方に疑問を投げかけて いる，そ して ， 具体的な問題点として，意思決定プ ロ セ ス の 公式化や文書化に関 して 膨

大なコ ス トが発生する こ と，ソフ トな続制が機能して きた日本企業に適合 しない こ と，官僚主義を蔓延させ る

危険性がある こ と，ル
ー

ル の柔軟化などの 日本企業の 強みを弱体化 させ る こ となどを指摘 してい る．官1篩 1亅組

織の 弊害に見受けられるように，あま りに厳格な統制に よる手 続きやル
ー

ル の 徹底は，特に柔軟な環境適応行

動や変化 へ の 迅速な対応と相容れない側面を持 っ て い る．「財務報告に係る内部統制の 評価及び監査 の 基準」

（企業会計審議会，2011）で も，内部統制の 限界の 1つ として，当初想定されなか っ だ組織内外の環魔の変化

や非定型的な取引等には対応 で きない こ とがある と指摘されて い る．SPMS は予期せ ぬ変化に対する柔軟な環
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墳適応行動を可能にするが （Kaplan　and 　Nortp4　200　1；　JazayCh　and 　Scapens
，
2008），内部統制があま りに厳格にな

ると，
こ うした機能が阻害されるの か も しれ ない，

　次に，厳格な内部続制に よ っ て，SPMS が対象とす る戦略その もの の 効果が低下して い る可能陛も考えられ

る．内部統制に よっ て 企業が リス クをとらなくなる可能1生が あるこ と （B鰓   net 飢，2010）を踏まえると
O）
，

厳格な内部統制は 立案される戦略を保守的なもの に して しま うの か もしれ ない ．そ の ような保守的な戦略 で は，

実現可能性は高まるで あろうが，実現され る効果は減少するで あろう．この ように内部統制による戦略の 保守

化を通じて 戦略その もの の 効果の 低下が，戦略実行 の ための シ ス テ ム で ある SPMS 構築の 業績へ の影響の 低下

と して発現して い る可能性も考え られる．

　一
方 ， 内部統制の 弊害とい う負の 側面以外に も，理 由は考えられ る．内部統制の 厳格 さか ら業績に対ずる直

接的な正 の影響は認められなかっ たが，内部統制の果たす機能が SPMS の それ と
一部重複して い る こ とが影響

して い る か もしれない ，たとえば， 00SO 報告書で は，内部統制はマ ネジメ ン ト・プ ロ セ ス の
一一
部 で ある と同

時に，それに統合されたもの と位置づ けられてい る，また，鳥羽   007）は，内部統制，
コ
ー

ポ レ
ー

ト・ガバ

ナ ン ス
，

マ ネジ メン ト・シ ス テム の 3 者は相互 に重な り合 う部分を持 っ て い る ために，これ らの 関係をクリア ・

カ ッ トした構図として理解するこ との難しさを指摘して い る．すなわち ， 内部続制によっ て ， SPMS の 果たす

機能 の
一部が実現 されて しま い，SPMS 構築の 業績へ の 効果 が低下 して い る可能性がある．

5． 結論

　本研究は，内部統制の 厳格さが管理会計シ ス テム 構築やその 成果 とどの ように関係してい るの か 明らか にす

べ く， 構造方程式モ デ リン グによる定量的分析を行 い
， 次 の よ うな分析結果を得た．

　まず，内部統制の厳格さが SPMS の構築を支援するこ とを通 じて 高い 業績と関連してい るこ とが明らかとな

っ た，「内部統制は経営のイ ン フ ラで あり，マ ネジ メ ン ト・シ ス テ ム を支援するもの である」 とは，しば しば

説明 されるとこ ろであるが，その 経験的証拠はほ とん ど提供されて こなか っ た．本研究の分析結果は こ うした

主張を支持する調 処と して価値あるもの と思われ る，法制度の影響を多分に受ける内部統制 で はあるが，その

整備状況が内部の マ ネジメ ン ト・シス テ ム
， ひい て は業績にまで影響を及ぼす こ とは，内部統制が注目に値す

る要因で あるこ とを示唆 して い る，

　次に，調整効果に関しては，仮説の 予測に反 して， 負の 交互作用効果の 可能性が示唆された．厳格な内部統

制の 整備が SPM ∋構築を支援 し高い 業績をもた らす
一
方で

，その SPMS の効果を減じ る可能性がある こ とは，

注目すべ き事象で あるよ うに思われる．負の調整効果の発現につ い て は ， より頑健な調査が必要ではあるが ，

本研究の 分析結果は，内部統制と管理会計シ ス テ ム を棚 llの 仕組み と して 同時に取り扱い ，そ の 関係1生を検討

する重要性を示唆して い ると言え よ う．

　こ の ように，本研究の 貢献は，管理会計シ ス テ ム が有効に機能する こ とを保証する 上で，内部統制の 厳格さ

が影響を及ぼ して い るこ とを経験的に 明らか に した こ とに ある，そ して ，
こ の結果は ， 今後の 管理会計研究に

お い て，内部統制を分析視野に組み込むこ との 重要性を示唆 してい る．

　今後の 研究課題 として は ， 本研究の 限界に関連して，次の ような点が指摘で きる．まず，本研究では，SPMS

と内部統制を概念上区分してい るが，構成概念妥当性の 検証結果か ら示唆されるように，十分に妥当性の高い

概念測定が行えていない ，前述 したように，これは内部統制の コ ン トロ ール とい う要素と管理会計の コ ン トロ

ー
ル とい う要素を厳密に区分するこ との難しさに由来する課題と言える．両者を包含した概念設定を行 うとい

う方法も考えられるが ， 少なからず異なる役割が期待される部分が 両シ ス テ ム にはあ り，中心 となる関連部署

も異なっ て い るために，信頼性 ・妥当性の高い 構成概念の測定方法 の 開発は今後 の 重要な検討課題 で あろ う．
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　次に，本研究で は，業績へ の 因果の 方向性を想定した仮説検証を行 っ た が，内部続制や管理会計の シ ス テム

設計・運用に は コ ス トがか か るため に，業績の高低が これらの シス テム構築に影響してい る可能性がある．そ

れゆえ，今後の 研究 で は，双方向の 因果モ デル に依処 した検証を行っ て い く必要があろ う，

　最後 に，調整効果に関する検討をさらに究明して い く必要があろ う．より頑健な検証もさる こ とながら，実

質的に重要性の高い 課題 として は，実際にどの 程度の 水準の 内部統制の 厳格さで，SPMS の 効果が どの ように

減じられ るの か，定1生的な観点か ら明らか にするこ とであろう．厳格な統制が管理会計 シ ス テム の 設計・運用 ・

成果にもたらす影響を解明するこ とは，管理会計研究の 重要な課題である．

辮

本稿 の 作成 に あた っ て は， お二 入の 匿名 レ フ ェ リ
ー

の 先生方か ら丁寧か つ 有益なコ メ ン トを頂い た，こ こに

記して感謝を申し上 げる次第 で ある．勿論 本稿にあ りうべ き誤謬は全て筆者の 責任に帰するもの で ある．な

お，本稿は JSPS科研費 21730379の 助成を得て行われた研究成果の
一部である．

注

（1） 鳥羽 （2007）で は，内部統制の プ ロ セ ス 的側面を強調した，仕組み や手続などの 機能状況 とい う定義

　　を採用 して い るが
， 本研究で は ， 内部統制 とい う用語そ の もの は仕組み自体として 捉え，その 整備状

　　況を厳格さとして定義して い る．

（2） 実際に自社の 財務報告に係る内部統制が 「有効でない」 あるい は 「評価結果を表明できない 」 とした

　　企業の 割合は非常に低い ．レ キシ コ ム 総合研究所 QO13）の 分析結果によれば 2013年 3月期決算に

　　お い て 「有効で ない 」 とした企業が 7 社 （前期 10社）で あり， 全体の 028％ （前期 O．40％）となっ て

　　い る．また，「不表明」 の 企業は 2 社 （0．08％ ） で あっ た．

（3） 日本で は，内部統制報告書が企業の 内部統制の 質を保証するとい う実質的な機能を失 い
， ラバ ース タ

　　 ン プとなっ て しまっ て い る可能性が示されて い る （矢澤 2010）．

（4） コ モ ン ・メ ソ ッ ド・バ イ ア ス を根本的 に 回避する 1 っ の 方法に
，

セ グメ ン ト情報 に よ る業績変数の 適

　　用がある．本研究で も，こ の方法の適用を検討したが，回答の 得られ て い るユ ニ ッ トの 所属セ グメン

　　 トを決めるの が容易で は ない ケース が
一

定数あっ た こ とや各セ グメ ン トに対する BU の 貢献度が不明

　　瞭であっ た こ とか ら，断念 した，

（5） ガイ ドライ ン とは，積変数の 作成には，交 互作用を構成する潜在変数 （本研究で は IC と SPMS ）を測

　　定する全 て の観測変数をその信頼性の高低順に利用するが，同 じ観測変数を二度利用するこ とは しな

　　 い とい うもの で あ る．

  　た とえば，IC314／8×SPMSl〃 の 積変数を従属変数 とした残差 と IC3／4／8× SPMS3！8の 積変数を従属変数

　　 とした残差 は IC314／8 で 共通 して い る．

（7） 連続変数を カ テ ゴ リカ ル 変数に変換す る こ とは情報量を損失させ るこ とになるが，予備的な追加分析

　　 として，内部統制の 7つ の観測変数の 下位尺度得点を算出 し，第 1四分位数と第 3四分位数を基準に，

　　3群 （低 ・中 ・高）に分類し， 単独母集団モ デル （表 5）から， IC変数を除去 した上で ， 多母集団同時

　　分析を行っ た．測定不変性が成立するこ とを確認した上で ， SPMS か らPERF へ の パ ス 係数に群間で差
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（8）

があ るの か険証 したとこ ろ， 高群は低群や中群と比べ て 有意 （5％ 水準）に パ ス 係数の 値が小さか っ た．

これは負の 交互作用効果 と整合した結果である，

奥閏他 （2012）は，日本の 上場企業を対象と したア ン ケートとアーカイバ ル なデ
ー

タを用い た分析結

果 （売上分散と R＆D 比率による J・SOX の有効性に対する負の影響 から， 本来体制整備 の重要性が

高い はずの リス クが高い 企業が J・SOX の 有効性に否定白勺であると指摘して い る．
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